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中之条に住む人と町政をつなぐ情報誌「広報なかのじょう」

2月

中之条町の「体温研究」で分かったこと

スパトレイル〔四万 to 草津〕
6月15日に開催決定
中之条町の「体温研究」で分かったこと

特集
成人式
スパトレイル〔四万 to 草津〕
6月15日に開催決定

特集
成人式 ～大人になった喜びと

　責任をかみしめて～
～大人になった喜びと
　責任をかみしめて～
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今
年
の
新
成
人
は
1
8
9

人
。
こ
の
う
ち
、
会
場
と
な
っ

た
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

（
中
之
条
町
文
化
会
館
）
に
集

ま
っ
た
の
は
1
5
3
人
。
晴
れ

着
に
身
を
包
ん
だ
華
や
か
な
笑

顔
と
、
旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ

歓
声
が
会
場
を
満
た
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
中
学
校
時
代
か
ら
の

変
貌
ぶ
り
に
、
驚
き
の
声
が
あ

ち
ら
こ
ち
で
上
が
っ
て
い
た
の

も
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
で
し

た
。

　
式
典
で
は
、
折
田
謙
一
郎
町

長
と
篠
原
勝
郎
教
育
委
員
長
の

式
辞
に
続
き
、
来
賓
の
方
々
か

ら
新
成
人
の
若
々
し
い
力
に
期

待
を
寄
せ
る
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
新
成
人
の
答
辞
で
は
、
各
中

学
校
の
代
表
者
3
名
が
、
成
人

式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
喜

び
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
、
大

人
と
し
て
の
責
任
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

新
成
人
１
８
9
人
が

大
人
へ
の
門
出

中之条町成人式

それぞれの個性を見せる色とりどりの着物　晴天のもと晴れやかな装い以上に晴れやかな笑顔を見せる

成人式 ～大人になった喜びと
　責任をかみしめて～

平成26 年１月12日 バイテック文化ホール
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式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
今
回
で
４
回
目
と

な
る
実
行
委
員
会
の
企
画
で
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
中
之
条
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
的

だ
っ
た
の
が
、
恩
師
か
ら
の
お

祝
い
の
言
葉
。
懐
か
し
い
思
い

出
と
共
に
、
今
だ
か
ら
こ
そ
分

か
る
大
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
っ
た
新
成
人
。
こ
の
時

ば
か
り
は
、
誰
も
が
澄
ん
だ
ま

な
ざ
し
で
じ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
を

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

改
め
て
染
み
入
る

恩
師
の
言
葉

中之条町成人式

心温まるアトラクションに会場は和やかな笑顔に包まれる

六合中学校代表
山本　航さん

中之条中学校代表
狩野　剛さん

西中学校代表
山口　朋典さん

旧友との再会により一瞬で中学校時代に気持ちが戻る　これも成人式の醍醐味

中学時代の思い出の詩集を片手に語りかける恩師の先生。
恩師からのお祝いの言葉では、各中学校各クラスの３年生
の時の担任・副担任の教師9人が駆けつけてくれました

担任の言葉には誰もが真剣な表情を見せていた

吹奏楽部の演奏では「かわいい」と大歓声
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中之条町成人式

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
に

「
二
十
歳
の
決
意
」と
し

て
今
後
の
目
標
や
抱
負

を
一
言
書
い
て
も
ら
い

ま
し
た
。

<中之条中学校>

<中之条中学校>

<中之条中学校>

<中之条中学校>

<中之条中学校>

<中之条中学校>

<中之条中学校>

<中之条中学校>
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中之条町成人式

２月１日（土）からツインプラザで
成人式の記念品をお渡します
　ここに掲載した集合写真（プリントしたもの）と
スナップ写真のCDデータを記念品として差し上げ
ます。欠席した人にもお渡しします。
問い合わせ
　教育委員会生涯学習課（ツインプラザ）
　☎７６・３１１１　担当　田村　将

<西中学校>

<六合中学校>

<西中学校>

<西中学校>

<六合中学校>

<西中学校>
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町
で
は
、
本
格
的
な
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

の
大
会
を
、
四
万
と
草
津
の
二
大
名
湯

を
結
ぶ
大
自
然
を
舞
台
に
開
催
す
る
た

め
、
調
整
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し

て
、
大
会
名
を
「
ス
パ
ト
レ
イ
ル
〔
四

万
to
草
津
〕
」
と
決
定
し
、
14
日

（
土
）
の
前
夜
祭
、
15
日
（
日
）
の
競

技
本
番
に
向
け
て
本
格
始
動
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
六
合
の
高
原
を
走
破
す
る

大
会
を
き
っ
か
け
に
、
六
合
の
素
晴
ら

し
い
大
自
然
を
全
国
に
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
大
会
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ス
パ
ト
レ
イ
ル
開
催
に
向
け

本
格
始
動
！

Shima-onsen
四万温泉

Kusatsu-onsen
草津温泉

野反湖

と
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
六
合
の
高
原
を
走
破
す
る

大
会
を
き
っ
か
け
に
、
六
合
の
素
晴
ら

し
い
大
自
然
を
全
国
に
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
大
会
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
六
合
の
高
原
を
走
破
す
る

大
会
を
き
っ
か
け
に
、
六
合
の
素
晴
ら

し
い
大
自
然
を
全
国
に
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
大
会
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

エイドステーション①
町道万沢線峠

エイドステーション②
中之条町ふるさと活性化センター

スタート
四万温泉

草津温泉

エイドステーション③
野反湖ビジターセンター

エイドステーション④
根広ねどふみの里

エイドステーション⑤
チャツボミゴケ公園

ゴール

草津町 中之条町

【区間１】

【区間２】

【50マイル（80km）コース】
コース設置時間　

　　　　　トップ　  ７時間 35分
　　　　　最　終　15時間 00分

【区間３】
【区間４】

【区間５】

【区間６】

野反湖野反湖
奥四万湖

四万温泉

草津温泉

大平湿原

スタート：午前５時

ゴール：トップ   12時35分（予想）
　　　    最   終   20時00分（予想）

今年6月15日（日）開催決定

大会名は

エイドステーション②
中之条町ふるさと活性化センター

　　　　　トップ　  ７時間 35分
　　　　　最　終　15時間 00分

さらに自慢の六合の伝統と人情も発信して、
知名度アップ→交流人口の増加→観光振興へ！

四万温泉から草津湯畑をめざすトレイルラン大会

Kusatsu-onsenKusatsu-onsen

トレイルランとは？
　トレイルランニングともいう。森や
山中、自然公園などの未舗装のハイ
キング道や林道を走るスポーツ。近
年のマラソン人気や登山人気に伴い
流行の兆しを見せており、全国各地
で大会が開催され、多くの参加者で
にぎわいを見せている。100kmを
超えるレースもあり、今回のスパトレ
イルの80kmは、プロレベルの本格
的な大会となる。

国道292号

国道405号

国道353号
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12
月
24
日
、
「
第
1
回
ス
パ
ト
レ
イ
ル
〔
四
万

to
草
津
〕
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
大
会
の

概
要
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
左
の
委
員
会
組
織
の

ほ
か
、
「
総
務
部
会
」
「
競
技
部
会
」
「
接
待
・

輸
送
宿
泊
部
会
」
「
交
通
・
警
備
部
会
」
の
専
門

部
会
が
結
成
さ
れ
、
今
後
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

実
行
委
員
会
が
結
成

第
1
回
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

第1回実行委員会の様子

to
草
津
〕
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
大
会
の

概
要
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
左
の
委
員

ほ
か
、
「
総
務
部
会
」
「

輸
送
宿
泊
部
会
」
「
交
通
・
警
備
部
会
」
の
専
門

部
会
が
結
成
さ
れ
、
今
後
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 12

実
行
委
員
会
が
結
成

第
1
回
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

12
実
行
委
員
会
が
結
成

第
1
回
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

大会の概要

《スパトレイル〔四万 to草津〕運営組織図》
実行委員会

大 会 長：中之条町長　折田　謙一郎
副大会長：草津町長　黒岩　信忠
委 員 長：中之条町観光協会長　田村　亮一

草津温泉観光協会長・中之条町議会議長・草津町議会議長
中之条町体育協会長・中之条町消防団長・中之条町区長会連協会長

副委員長

・中之条山の会会長
・六合山岳会長
・中之条町商工会長
・四万温泉協会長
・JAあがつま理事長
・体協陸上部長
・スポーツ推進委員長
・中之条スポーツクラブKEYAKI代表
・沢渡温泉組合長
・中之条町教育委員会委員長
・中之条町社会教育委員会会長
・中之条町交通指導員隊長

・中之条婦人会長
・吾妻郡医師会長
・中之条町建工会
・中之条町猟友会長
・六合猟友会長
・高山林業㈱　代表取締役
・四万林業㈱　代表理事
・立石木材㈱　営業部長
・沢田地区区長会長
・沢田地区第14区長
・六合地区区長会長
・六合地区入山地域区長

・中之条地区区長会役員
・伊参地区区長会役員
・名久田地区区長会役員
・中之条町観光協会副会長
・六合温泉郷組合長
・六合地区地域資源保護
　活用推進協議会長
・「日本で最も美しい村」
　連合六合ヴィレッジ協
　議会長

・各部会 正副部会長

委　　員
齊藤　民一郎・朝比奈　敬

監　　事

（敬称略）

大会をプロデュースするのはこの二人

おもてなしの心でみんなで盛り上げよう！　
皆さまのご理解とご協力お願いいたします

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー

松
本
　
大
さ
ん

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー

鏑
木
　
毅
さ
ん

（かぶらき・つよし）昭和43年桐生市生
まれの日本のトレイルランニングの第
一人者。富士登山競争や日本山岳耐久
レースなど、数々の優勝記録を持つ。平
成23年には観光庁より「スポーツ観光
マイスター」に選ばれている。競技参戦
の傍ら、トレイルランニングの普及活動
にも力を入れている。

（まつもと・だい）昭和53年生まれ、嬬恋
村出身のトレイルランナー。大学卒業
後原町小学校で教鞭をとるが、平成24
年退職し、プロのランナーに。アジア人
として初めてスカイランナーワールド
シリーズに参戦するなど活躍。昨年の
第66回富士登山競争の優勝者。

大 会 名：スパトレイル〔四万to草津〕
主　　催：スパトレイル〔四万to草津〕
　　　　　実行委員会
プロデュース：鏑木　毅・松本　大
開 催 日：6月15日（日）
　　　 　（前夜祭14日（土））
距　　離：80km
参加資格：18歳以上で、直近2年間で
　　　　　30km以上のトレイルランニ
　　　　　ング大会で完走している人
募集人員：1,000名
募集方法：インターネット
　　　　　（2月1日から募集開始）
スタッフ：500名（予定）
　　　　　（実行委員を構成する組
　　　　　織員およびボランティア）

問い合わせ：
スパトレイル〔四万to草津〕実行委員会
（役場企画政策課ラムサール推進室）　
☎75・8837（直通）
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「
あ
な
た
の
平
熱
は
、
何
度
で
す

か
？
」

「
あ
な
た
の
平
熱
は
、
同
年
配
の
人
と

比
べ
て
高
い
で
す
か
、
低
い
で
す

か
？
」

　
最
初
の
質
問
は
と
も
か
く
、
二
番
目

を
聞
か
れ
て
答
え
ら
れ
る
人
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
無

理
も
な
い
の
で
す
。

　
実
は
、
日
本
人
の
『
体
温
の
標
準

値
』
と
い
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
学
術
的
に
信
用
で
き
る
報
告

は
、
1
9
5
7
年
に
東
京
大
学
医
学
部

が
10
〜
50
歳
の
3
、
0
9
4
人
の
腋
窩

温
（
わ
き
の
下
の
体
温
）
を
測
っ
た
も

の
と
、
20
年
後
の
1
9
7
5
年
に
、
東

京
都
老
人
総
合
研
究
所
（
現
・
東
京
都

健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
）
が

65
歳
以
上
の
2
、
6
1
4
人
を
調
べ
た

も
の
だ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
、
最
新
の
（
事
実
上
初
め
て

の
）
『
体
温
の
標
準
値
』
を
決
定
す
る

た
め
、
平
成
24
年
9
月
〜
平
成
25
年
8

月
ま
で
の
1
年
に
わ
た
り
、
0
〜

1
0
0
歳
の
中
之
条
町
民
の
皆
さ
ん

2
、
8
5
1
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
対
象
者
に
は
、
1
週
間
に
わ
た
り
身

体
活
動
計
を
装
着
、
朝
晩
に
は
体
温
を

測
定
、
そ
し
て
食
事
や
病
気
な
ど
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
場
を
借
り
て
、
調
査

で
分
か
っ
た
こ
と
の
一
部
を
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨年の保健環境まつりでの協力者受け付けの様子
多くの方に参加いただきました

な
ぜ
今
、体
温
研
究
な
の
か
？

東京都健康長寿医療センター研究所
老化制御研究チーム副部長・運動科学研究室長

青柳幸利さん

中
之
条
町
の

「
体
温
研
究
」で

分
か
っ
た
こ
と

青
柳
先
生
に
よ
る
「
体
温
研
究
」
結
果
報
告
①

健康
check!

中之条町の
活動量調査と体温研究

中之条町出身。トロント大学大学院医学系
研究科博士課程修了後、医療機関や大学講
師等を経て現職へ。

　「年をとってもずっと元気でいるには？」
青柳さんが中心となり10年以上、延べ
5,000人の活動量調査を中之条町で行った
結果、「1日8,000歩、20分の速歩き」が
健康のカギだと発見されました。
　今回の体温調査は、その成果を踏まえ、
人間の活動量に体温がどのように関係して
いるのか、それを探るための調査でした。

ゆきとし

え
き
か

お
ん
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起
床
時
も
就
寝
時
も
、
体
温
は
加
齢

に
伴
い
低
下
し
ま
し
た
。
そ
の
変
化

は
、
就
寝
時
の
ほ
う
が
起
床
時
よ
り
も

2
倍
ほ
ど
大
き
な
差
と
な
っ
て
現
れ
ま

し
た
。
（
図
1
）

　
平
均
体
温
が
1
℃
下
が
る
と
免
疫
力

は
30
〜
40
％
低
下
す
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
年
と
と
も
に
病
気
に
な
り
や
す
く

な
る
の
は
う
な
ず
け
ま
す
ね
。
　

　
逆
に
、
平
均
体
温
が
1
℃
上
が
る
と

免
疫
力
は
約
60
％
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
歳
を
と
っ
て
も
活
動
的
な
毎
日
を
送

れ
ば
筋
肉
量
の
減
少
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
結
果
、
基
礎
代
謝
（
安
静

時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
）
、
そ
し
て

体
温
を
若
い
時
の
よ
う
に
高
い
レ
ベ
ル

に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
と
に
か
く
毎
日
で
き
る
だ
け
こ
ま

め
に
動
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
歳
を
と
る
と
活
動
の
量
（
歩
数
）
も

質
（
中
強
度
活
動
時
間
）
も
低
下
し
ま

す
が
、
そ
の
低
下
の
割
合
は
歩
数
よ
り

も
中
強
度
活
動
時
間
の
ほ
う
が
大
き
い

と
分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
歩
く
量

が
減
る
こ
と
よ
り
も
、
歩
き
方
が
遅
く

な
る
こ
と
の
ほ
う
が
年
齢
に
よ
る
差
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
（
図
2
）

　
体
温
の
整
然
と
し
た
加
齢
変
化
に
比

べ
る
と
、
身
体
活
動
の
場
合
は
年
齢
が

若
い
ほ
ど
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
20
歳

代
、
30
歳
代
の
人
（
特
に
女
性
）
の
運

動
不
足
が
顕
著
で
し
た
。
原
因
と
し

て
、
町
全
体
が
車
社
会
で
あ
る
こ
と
、

特
に
若
い
女
性
は
子
育
て
や
仕
事
に
追

わ
れ
、
運
動
す
る
時
間
が
と
れ
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
睡
眠
に
関
す
る
項
目
も
、
す
べ
て
が

加
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
傾
向
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
（
図
3
）

　
歳
と
と
も
に
寝
つ
き
が
悪
く
眠
り
が

浅
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
体
温
の
低

下
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
夕
方
に
運
動
や
入
浴

す
る
な
ど
し
て
就
寝
時
の
体
温
を
上
げ

る
と
よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
体
温
研
究
に
お
け
る
主
要
項

目
の
加
齢
変
化
を
中
心
に
ご
報
告
し
ま

し
た
。
各
項
目
間
の
相
関
分
析
は
次
回

に
譲
り
ま
す
が
、
歳
と
と
も
に
身
体
活

動
が
減
る
の
で
体
温
が
低
下
し
、
そ
の

結
果
よ
く
眠
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

が
言
え
る
で
し
ょ
う
。
次
回
は
、
病
気

別
の
体
温
、
身
体
活
動
、
睡
眠
な
ど
の

特
徴
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
へ
続
く
）

年
齢
と
体
温

年
齢
と
日
常
身
体
活
動

年
齢
と
睡
眠

ま
と
め

36.8
36.7
36.6
36.5
36.4
36.3
36.2
36.1
36.0
35.9
35.8

0-9 10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80以上

（図１）就寝時体温

年　齢（歳）

体
　
温
（
℃
）

0-9 10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80以上
年　齢（歳）

平
均
中
強
度
活
動
時
間
（
分
/日
） （図２）中強度活動時間

40

30

20

10

0

中強度活動：速歩きなど軽く汗が出る程度の運動のこと
　　　　　　健康への効果が最も期待できる運動量

0-9 10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80以上
年　齢（歳）

睡
眠
効
率
（
％
）

（図３）年齢と睡眠効率の関係
睡眠効率：横になっている時間に対しての実際の睡眠時間の
　　　　　割合。熟睡できているかどうかの目安になる

90
85
80
75
70
65
60
55
50
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からのお知らせ

■
会
　
場

　
役
場
大
会
議
室

　
六
合
支
所
六
合
公
民
館

■
日
　
時

　
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
町
県
民
税
申
告
相

談
・
受
付
日
程
表
」
の
と
お
り
、
地
区

別
に
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
地
区
別
受
付
日
に
都
合
の
つ
か
な
い

人
は
、
他
の
地
区
の
受
付
日
も
利
用

で
き
ま
す
。
た
だ
し
該
当
地
区
優
先

の
た
め
、
お
待
た
せ
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
日
曜
開
庁
日
（
中
之
条
地
区
は
2
月

23
日
と
3
月
9
日
、
六
合
地
区
は
3

月
2
日
）
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

■
申
告
の
と
き
必
要
な
も
の

①
印
か
ん
（
朱
肉
で
押
印
す
る
も
の
）

②
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者
・
年
　

金
所
得
者
）

③
収
入
と
支
出
が
わ
か
る
書
類
（
帳

簿
、
領
収
書
、
通
帳
な
ど
）

④
申
告
者
名
義
の
口
座
番
号
を
確
認
で

き
る
通
帳
な
ど

⑤
次
の
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
領
収

書
、
証
明
書
、
手
帳
な
ど

・
医
療
費
控
除

・
社
会
保
険
料
控
除
（
国
民
年
金
保
険

料
、
任
意
継
続
保
険
料
等
）

・
生
命
保
険
料
控
除

・
寄
付
金
控
除

・
地
震
保
険
料
控
除

・
障
害
者
控
除

・
雑
損
控
除

■
申
告
の
必
要
が
な
い
人

①
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末
調
整
を
行

っ
た
人

②
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
す
る

人
（
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
の
還
付
申
告
を
す
る

人
も
同
様
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ

【
中
之
条
地
区
】

　
役
場
税
務
課
　
町
民
税
係

　
☎
7
5
・
8
8
0
8
（
直
通
）

【
六
合
地
区
】

　
六
合
支
所
　
六
合
振
興
課
　
　
　

　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
町
で
は
、
平
成
26
年
度
の
町
（
県
）
民
税
の
基
に
な
る
所
得
の
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料
な
ど
の
算
定
の
基
礎
に
も
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し

ょ
う
。

税務署では確定申告を受け付けます
　税務署でも、2月17日（月）～3月17日（月）で平成25年
分の所得税の確定申告を受け付けています。
　給与所得者でも、確定申告をしなければならない場合
や、確定申告で所得税が還付される場合があります。また
個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告もお早
めにお願いします。
問い合わせ
 　中之条税務署　☎75・3355（自動音声）

町（
県
）民
税
の
所
得
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

地
区
別
の
相
談
受
付
日
が
便
利
で
早
い
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からのお知らせ

町（県）民税申告相談・受付日程表
■申告会場　役場大会議室【中之条・沢田・伊参・名久田地区】       
　　　　　　六合支所六合公民館【六合地区】       
■受付時間　午前の部　９時～11時30分・午後の部　13時～16時　

■平日にどうしても時間の取れない方は
　日曜開庁日をご利用ください

【中之条地区】

中1区
中2区
中3区
中4区、4－2区
中5区
中6区～8区
中9区、10区
中11区
中12区
中13区、14区
中15区、16区
中17区
中18区
中19区
中20区、21区
中22区、23区

行 政 区 月　日 時　間
　9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00

3月 5日（水）

3月 6日（木）

3月 7日（金）

3月10日（月）

3月11日（火）

3月12日（水）

3月13日（木）

3月14日（金）

【沢田地区】

沢1区～2－2区
沢3区、4区
沢5区、6区
沢7区
沢8区～10区
沢11区、12区
沢13区
沢14区、15区
沢16区
沢17区、18区

行 政 区 月　日 時　間
  9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00

2月26日（水）

　2月27日（木）

　2月28日（金）

　3月 3日（月）

　3月 4日（火）

【伊参地区】

伊1区
伊2区
伊3区
伊4区
伊5区
伊6区
伊7区～9区
伊10区、11区

行 政 区 月　日 時　間
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00

2月17日（月）

　2月18日（火）

2月19日（水）

　2月20日（木）

【名久田地区】

名1区～4区
名5区、6区
名7区
名8区、9区
名10区、11区
名12区～16区

行 政 区 月　日 時　間
  　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00

2月21日（金）

　2月24日（月）

　2月25日（火）

【日曜開庁日】

中之条地区

六合地区

行 政 区 月　日 時　間
  　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00

2月23日（日）

　3月 9日（日）

　3月 2日（日）

【六合地区】

六合1区
六合2区
六合3区
六合4区
六合5区
六合6区
六合7区
六合8区
六合9区
六合10区
六合11区
六合12区
六合13区
六合14区
六合15区
六合16区
六合17区

行 政 区 月　日 時　間
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00

※指定の日程に都合のつかない場合は、他の地区の受付日でも
利用できます（該当地区優先のためお待たせする場合があります）。

2月18日（火）
　2月14日（金）
　
2月19日（水）

　2月20日（木）

　2月21日（金）
　2月17日（月）
　2月24日（月）
　2月25日（火）
　2月14日（金）
　2月17日（月）
　2月21日（金）
　2月18日（火）
　2月26日（水）
　2月27日（木）
　2月26日（水）
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特
定
疾
患
・
小
児
慢
性

疾
患
患
者
見
舞
金
の

支
給
申
請
を

行
政
区
な
ど
を
対
象
に

「
元
気
な
地
域
づ
く
り

応
援
事
業
」を
募
集

町
の
奨
学
金
制
度

申
し
込
み
は
3
月

25
日
ま
で

Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
2
月
上
旬
に
、
が
ん
検
診
等
調

査
票
を
各
世
帯
に
配
付
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
日
ま
で

に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
検
診
を
希
望
し
た
人
に
は
、
4

月
以
降
に
日
程
表
と
受
診
票
を
送

付
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
は
対
象
と
な

る
検
診
が
無
い
人
の
氏
名
は
印
字

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
世
帯
に
対
象

者
が
一
人
も
い
な
い
場
合
は
調
査

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

役
場
保
健
環
境
課　

健
康
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
担
当　
桑
原
奈
緒
子

　
町
で
は
、
県
（
保
健
福
祉
事
務

所
）
か
ら
特
定
疾
患
お
よ
び
小
児

慢
性
疾
患
の
認
定
を
受
け
た
人

に
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
新
た
に
認
定
を
受
け
た
人
の
ほ

か
、
継
続
し
て
認
定
を
受
け
た
人

も
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法　
印
鑑
、
保
健
福
祉
事

務
所
発
行
の
「
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」
（
承
認
期
間
に
平
成
25

年
10
月
〜
26
年
3
月
の
期
間
を
含

む
も
の
）
、
見
舞
金
振
込
先
の
口

座
番
号
の
分
か
る
も
の
を
持
参
し

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
期
分
の
申
請
を
し
た
時
（
9

月
）
に
後
期
分
も
ま
と
め
て
申

請
し
た
人
は
、
あ
ら
た
め
て
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

見
舞
金
額　
月
額
3
、
0
0
0
円

申
請
期
限　
2
月
28
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
福
祉
係 

　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村
深
雪

　
六
合
支
所　
六
合
振
興
課

　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
担
当　
中
澤
や
す
子

 

高
等
学
校
以
上
に
進
学
を
希
望

す
る
学
生
で
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
人
に
、
学
費
の

一
部
を
貸
し
付
け
ま
す
。

貸
付
金
額
（
月
額
）

・
高
校
生　
２
万
円
以
内

・
短
大
お
よ
び
大
学
生
等

　
　
　
　
　
５
万
円
以
内

利
　
息　
無
利
子

返
済
期
間

　
貸
し
付
け
終
了
か
ら
１
年
経
過

後
、
５
年
以
内
に
償
還
。

申
込
方
法　
２
月
17
日
（
月
）
か

ら
３
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
住
民
票
や
承
諾
書
な
ど
の
提
出

書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
場
合
は
早
め
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
希
望

に
添
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

※
同
じ
世
帯
で
同
時
に
２
人
以
上

の
貸
し
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課　

総
務
・
施
設
係

　
☎
７
５
・
８
８
２
４
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
本
多　
守

　
町
で
は
、
個
性
豊
か
で
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
元

気
な
地
域
づ
く
り
応
援
事
業
」
に

取
り
組
む
行
政
区
や
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

　
地
域
住
民
が
協
力
し
て
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ
の

地
域
が
継
続
的
に
活
性
化
す
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
事
業
費
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
金
の
額　
1
事
業
3
年
を
限

度
と
し
て
総
額
1
0
0
万
円
以
内

（
同
じ
行
政
区
内
の
補
助
は
1
事

業
ま
で
）

※
事
業
の
詳
し
い
内
容
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
期
限

　
5
月
30
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
政
策
課　
政
策
係

　
☎
7
5
・
8
8
0
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
桜
井
真
理

取
り
組
み
事
例
紹
介

【
六
合
（
赤
岩
）
2
区
】　

　
町
重
要
文
化
財
指
定
「
湯
本
家

住
宅
」
周
辺
の
耕
作
放
棄
地
・
水

路
の
補
修
。
「
蛍
の
里
公
園
」
と

し
て
整
備
し
て
地
元
住
民
お
よ
び

観
光
客
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
活

用
。

【
か
ん
ざ
わ
里
山
の
会

（
沢
田
1
区
）
】

　

荒
廃
し
て
い
る
棚
田
を
再
生

し
、
美
し
い
里
山
を
取
り
戻
し
ホ

ッ
と
で
き
る
場
所
を
つ
く
る
。

　
事
業
内
容
は
、
ホ
タ
ル
の
里
整

備
、
荒
廃
地
の
整
備
、
棚
田
の
整

備
、
散
策
道
の
整
備
、
観
賞
エ
リ

ア
の
整
備
な
ど
。

行
　
政

平
成
26
年
度
の
が
ん
検
診

希
望
調
査
を
行
い
ま
す



Information

　
地
域
の
話
題
や
土
地
柄
を
テ
ー

マ
に
し
た
歌
謡
芝
居
を
は
じ
め
、 

豪
華
出
演
歌
手
の
歌
を
交
え
て
町

の
魅
力
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

紹
介
す
る
番
組
で
す
。

日
　
時　
３
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
18
時
30
分
開
演

会
　
場　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
（
中
之
条
町
文
化
会
館
）

主
　
催　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
・

中
之
条
町

出
演
予
定　
コ
ロ
ッ
ケ
、
瀬
口
侑

希
、
山
岡
秀
明
ほ
か

入
場
料　
無
料
で
す
が
、
入
場
整

理
券
（
１
枚
で
２
名
入
場
可
）
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
観
覧
を
希
望
す
る
人

は
、
「
往
復
は
が
き
」
の
「
往
信

用
裏
面
」
に
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
④
電
話
番
号
を
、
「
返
信

用
表
面
」
に
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
を
記
入
し
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う

え
入
場
整
理
券
を
送
付
し
ま

す
。

※
申
し
込
み
は
１
人
１
通
ま
で

（
重
複
応
募
は
無
効
）
で
す
。

※
１
歳
か
ら
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す
。

※
「
返
信
用
裏
面
」
に
は
、
抽
選

結
果
を
印
刷
し
ま
す
の
で
、
白

紙
の
ま
ま
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
転
売
・
売
買
目
的
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
時
の
個
人
情
報
は
、

案
内
等
の
送
付
の
ほ
か
、
受
信

料
の
お
願
い
に
使
用
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
２
月
13
日
（
木
）
必

着送
り
先　
〒
３
７
７
・
０
４
２
５

中
之
条
町
大
字
西
中
之
条
１
３
５

バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
「
ご
き

げ
ん
歌
謡
笑
劇
団
」
観
覧
係

問
い
合
わ
せ　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局 　
　

☎
０
２
７
・
２
５
１
・
１
７
１
２

バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
☎
７
５
・
５
１
７
４

　
中
之
条
駅
周
辺
に
、
町
が
管
理

す
る
月
極
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
に
よ
り
利
用
が
可
能
で

す
。

場
所
・
利
用
料
金

　
駅
北
駐
車
場　
月
額
４
、
０
０

０
円
（
学
生
２
、
５
０
０
円
）

　
駅
南
駐
車
場　
月
額
３
、
５
０

０
円
（
学
生
２
、
０
０
０
円
）

申
込
方
法　

　
「
駅
南（
北
）駐
車
場
使
用
申
請

書
」を
役
場
総
務
課
に
提
出
し
、駐

車
場
使
用
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
時
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
、免
許
証
、学
生
証
、駐
車

す
る
自
動
車
の
車
種
・
登
録
番
号

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課　
事
業
管
理
室

　
☎
７
５
・
８
８
４
５
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
安
原
隆
一

　
自
主
財
源
確
保
と
地
元
企
業
の

育
成・振
興
の
た
め
、公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

広
告
掲
載
期
間　

　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

掲
載
料

・
大
型
バ
ナ
ー
広
告

　
広
告
料
１
年
間
６
万
円　

・
バ
ナ
ー
広
告

　
広
告
料
１
年
間
２
万
４
千
円

対
象
者

　
県
内
に
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

応
募
方
法　
申
込
書
を
役
場
へ
提

出
（
申
込
方
法
や
様
式
等
の
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。

申
込
期
限　
２
月
28
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
政
策
課　
広
報
係

　
☎
７
５
・
８
８
４
６
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
木
暮
浩
志

　
軽
油
引
取
税
は
、
農
業
に
使
用

す
る
場
合
、
一
定
の
手
続
き
を
行

う
と
課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
　
象　
農
業
を
営
む
人
が
使
用

す
る
農
業
用
の
機
械
で
、
農
作
業

を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
軽
油
。

手
続
方
法

①
あ
ら
か
じ
め
県
に「
免
税
軽
油
使

用
者
証
」と「
免
税
証
」の
交
付

申
請
を
行
い
、交
付
を
受
け
る
。

※
申
請
に
は
耕
作
証
明
書
や
申
請

機
械
の
確
認
書
類
の
添
付
が
必

要
で
す
。

②
交
付
を
受
け
た
「
免
税
証
」
を

給
油
の
際
に
軽
油
販
売
業
者
に

提
出
し
、
免
税
軽
油
を
購
入
・

使
用
す
る
。

③
使
用
後
、数
量
等
を
県
に
報
告
。

申
請
期
間　

２
月
３
日
（
月
）
〜
20
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
７
５
・
３
３
０
０

　
カ
ー
ト
と
ブ
ル
ー
ス
は
、
27
年

以
上
も
日
本
に
住
ん
で
い
る
箏
と

尺
八
の
邦
楽
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。
平

成
24
年
２
月
に
開
催
し
た
福
島
を

思
う
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
き
、
２
回

目
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
　
時　
２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
14
時
開
演

会
　
場　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
交
流
ホ

ー
ル

入
場
料　
前
売
券
５
０
０
円

　
　
　
　
当
日
券
７
０
０
円

申
込
方
法　
入
場
券
は
ツ
イ
ン
プ

ラ
ザ
、
六
合
支
所
で
販
売
。

問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　
☎
７
６
・
３
１
１
３
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中
之
条
大
学
音
楽
講
座

カ
ー
ト
＆
ブ
ル
ー
ス
に

よ
る
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局

「
ご
き
げ
ん
歌
謡
笑
劇
団
」

公
開
収
録
の
観
覧
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

催
　
し

観
覧
募
集

農
業
に
使
用
す
る
軽
油

は
課
税
が
免
除
さ
れ
ま
す

中
之
条
駅
周
辺
の
月
極
駐

車
場
が
利
用
で
き
ま
す

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

こ
と

し
ゃ
く
は
ち



Information

～わが町の文化財～

子守神社
ふるさと
再発見
〈217〉

　
国
産
大
豆
と
中
之
条
町
産
の
米

を
使
っ
た
「
第
7
回
味
噌
づ
く
り

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　
3
月
1
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
16
日
（
日
）

　
　
　
　
各
日
10
時
〜

会
　
場　
Ｊ
Ａ
あ
が
つ
ま
農
産
加

工
工
場
（
東
吾
妻
町
植
栗
）

対
　
象　
町
内
在
住
の
人

定
　
員　
各
日
30
名
（
先
着
順
）

費
　
用　
材
料
代　

10 

kg　
2
、
5
0
0
円

20 

kg　
5
、
0
0
0
円

持
ち
物

・
味
噌
を
仕
込
む
入
れ
物
（
樽
な

ど
）

・
樽
な
ど
の
中
に
敷
く
ビ
ニ
ー
ル

　
袋
2
枚
（
二
重
に
し
ま
す
）

・
タ
オ
ル
や
帽
子
な
ど

申
込
方
法　
2
月
14
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役
場
農

林
課
）

　
☎
7
5
・
8
8
4
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
宮
崎
貞
夫

日
　
時　
2
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
〜

会
　
場　
総
合
体
育
館

種
　
目

【
個
人
戦
】

　
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
・

小
学
生
の
部
・
家
庭
婦
人
の
部

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
・
新
卓
球
（
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
）
】

　
性
別
、
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
資
格　
町
内
に
在
住
、
在

学
、
在
勤
の
人

申
込
方
法　
2
月
12
日
（
水
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
卓
球
部
事
務
局
（
ツ
イ

ン
プ
ラ
ザ
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
土
屋
明
史
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農
業
委
員
会
に
よ
る

味
噌
づ
く
り
講
習
会

第
52
回
町
民
卓
球
大
会

ス
ポ
ー
ツ

き
ょ
う
づ
か

と
う
ろ
う

も
と
う
え
も
ん

え
も
ん

や
す
う

き
ょ
う
づ
か

き
ょ
う
も
ん

こ
も
り
ぐ
う

や
ま
も
と
ぼ
う
わ
こ
う
い
ん

ほ
こ
ら

こ
ろ

　
旧
六
合
村
大
字
入
山
の
白
砂
川
右
岸
に
京
塚
と

い
う
集
落
が
あ
り
ま
す
。

　
京
塚
は
昔
は
、
経
塚
と
言
わ
れ
て
い
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
、
明
治
頃
の
地
図
に
は
経
塚
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
西
の
裏
山
が
険
し
く
度
々
山
崩
れ
が

起
こ
っ
た
の
で
平
ら
な
石
に
経
文
を
書
い
て
、
崩

れ
や
す
い
所
に
埋
め
山
崩
れ
を
防
ぐ
こ
と
を
願
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
経
文
の
書
か
れ
た
石
が
京
塚
橋
近
く
で
先

の
水
道
工
事
で
見
つ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
京
塚
に
は
百
五
十
年
ほ
ど
前
に
創
建
さ
れ

た
と
言
わ
れ
る
「
子
守
宮
」
と
呼
ば
れ
る
子
守
神

社
が
集
落
を
見
下
ろ
す
岩
山
の
高
台
に
立
派
な
た

た
ず
ま
い
で
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　
創
建
は
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
八
月
で
、
和

光
原
の
天
台
宗
山
本
坊
和
光
院
が
大
峯
山
で
修
行

し
、
そ
の
本
尊
を
当
地
に
迎
え
る
た
め
木
を
伐
採

し
、
草
を
刈
り
、
岩
を
く
だ
い
て
社
地
を
作
り
、

小
さ
い
祠
を
建
立
し
た
そ
う
で
す
。

　
縁
日
は
、
本
山
の
例
に
な
ら
い
正
月
十
八
日
で
、

元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
に
鳥
居
を
、
慶
応
二

（
一
八
六
六
）
年
に
は
社
殿
を
、
見
寄
り
の
大
工
、

元
右
衛
門
が
建
て
ま
し
た
。

　
慶
応
3
年
に
石
段
と
燈
籠
を
梨
木
の
石
工
安
右

衛
門
が
つ
く
り
ま
し
た
。

　
縁
起
に
よ
る
と
、
子
守
大
明
神
と
言
わ
れ
る
こ

の
宮
は
、
大
峯
の
鎮
守
山
随
一
の
信
仰
の
宮
で
昔

秀
吉
公
も
初
老
に
至
る
も
子
が
無
く
神
主
が
十
七

日
間
御
祈
祷
し
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
に
も
秀
頼
公

を
授
か
り
、
秀
頼
公
再
興
の
御
社
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
故
に
、
子
ど
も
が
無
い
人
は
、
こ
の
宮
の
お
守

り
を
い
た
だ
け
ば
、
三
年
の
う
ち
に
は
子
ど
も
を

授
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
こ
の
宮
を
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三

災
、
七
難
を
排
し
、
天
然
痘
、
海
難
、
鬼
門
、
五

穀
成
就
、
牛
馬
息
災
等
あ
ら
ゆ
る
難
か
ら
免
か
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
宮
は
、
山
口
愛
子
さ
ん
に
よ
り
守

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
初
代
は
四
代
前
の
伝
兵
衛
に

よ
り
祭
ら
れ
旧
一
月
十
八
日
に
和
光
原
や
赤
岩
の

法
印
さ
ん
に
よ
り
祈
祷
が
行
わ
れ
て
き
た
そ
う
で

す
。

　
昔
は
、
長
野
原
か
ら
上
の
嬬
恋
、
草
津
か
ら
も

参
詣
人
が
多
く
納
め
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
京

塚
に
も
賑
わ
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
昔
は
、
参
詣
人
に
は
、
赤
飯
や
酒
を
振
る
舞
い
、

丁
重
に
も
て
な
し
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
参
詣

人
も
少
な
く
な
り
、
こ
の
よ
う
な
も
て
な
し
は
行

わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昔
、
京
塚
の
若
者
は
宮
に
こ
も
り
、
村

の
安
全
、
子
孫
繁
栄
を
願
っ
た
そ
う
で
す
。

　
参
詣
人
へ
の
お
札
は
、
法
印
さ
ん
が
そ
の
人
の

願
い
に
よ
り
作
り
ま
し
た
。
子
守
さ
ん
に
は
布
の

の
ぼ
り
を
納
め
、
成
就
し
て
授
か
っ
た
お
札
は
神

棚
に
納
め
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
よ
そ
か
ら
参
詣
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど

無
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
山
口
愛
子
さ
ん
に
よ
り
、

春
の
訪
れ
も
近
い
三
月
の
良
い
日
に
赤
飯
や
飲
み

物
、
く
だ
も
の
な
ど
た
く
さ
ん
の
供
え
も
の
を
上

げ
て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
専
門
委
員
　
山
本
　
茂

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメ
ール配信します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み
込んで何も入力しない空メールを送り、案内に従って
登録してください。QRコードが読み込めない場合は、
ml.town_nakanojo@e-park.ne.jpにメールを送っ
てください。

問い合わせ 役場企画政策課広報係
☎75－8846（直通）

た
る



15 なかのじょう H２6.2 No.６22

慢性硬膜下血腫について

健 康康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

2月の当番医

2日㈰
（６４）２１３６
（９７）３８００

内科

外科
夜間

四万診療所
桜井クリニック

16日㈰

（７５）３０５５
（８８）２０３０

内科

外科
夜間

吾妻さくら
布施医院

（６８）２７１１日赤

（６８）２７１１日赤 （８３）７１１１西吾妻福祉病院（７５）３０５５吾妻さくら
9日㈰

（６８）２１０３
（８８）７６１１

内科

外科
夜間

加地医院
草津温泉松岡医院 11日㈷

（７６）３４３５
（８２）２１８８

内科

外科
夜間

しまだ医院
長生病院

（７５）３０５５吾妻さくら
23日㈰

（７５）２２３０
（９７）３０２０

内科

外科
夜間

後藤医院
嬬恋村診療所

2月　六合診療所　外来診療医師

　

高
齢
者
が
頭
を
ぶ
つ
け
て
1
〜

2
ヶ
月
位
経
っ
た
時
に
気
を
付
け

な
い
と
い
け
な
い
病
気
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
（
柱
に
頭
を
ゴ
ツ
ン
と

い
う
程
度
の
も
の
も
含
み
ま
す
）

　

慢
性
硬
膜
下
血
腫
（
ま
ん
せ
い

こ
う
ま
く
か
け
っ
し
ゅ
）
と
は
、

頭
部
外
傷
後
に
頭
蓋
骨
の
下
の
脳

を
覆
っ
て
い
る
硬
膜
と
脳
と
の
隙

間
に
血
が
少
し
ず
つ
た
ま
る
病
気

で
す
。
血
の
塊
が
脳
を
圧
迫
し

て
、
頭
痛
や
麻
痺
・
し
び
れ
、
歩

行
障
害
、
認
知
症
の
よ
う
な
症
状

を
生
じ
ま
す
。
高
齢
者
（
特
に
男

性
）
に
多
く
、
脳
梗
塞
の
予
防
の

薬
（
抗
凝
固
薬
）
を
飲
ん
で
い
る

方
、
大
酒
家
の
方
、
透
析
を
し
て
い

る
方
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

治
療
で
す
が
、
頭
蓋
骨
に
小
さ
な

穴
を
開
け
て
血
の
塊
を
取
り
除
け
ば

症
状
は
良
く
な
り
ま
す
。
こ
の
病
気

は
治
る
認
知
症
と
し
て
も
知
ら
れ
て

お
り
、
頭
を
ぶ
つ
け
た
覚
え
が
無
く

て
も
、
比
較
的
急
に
認
知
症
の
症
状

が
出
た
場
合
に
は
こ
の
病
気
を
疑
っ

て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

診
断
は
頭
の
Ｃ
Ｔ
を
撮
れ
ば
直
ぐ

に
分
か
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
こ
の

病
気
を
疑
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
と

な
り
ま
す
。

四
万
へ
き
地
診
療
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眞
貝
美
由
規

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時です。できるだけ時間内に受診し
 てください。
 それ以外の時間は、休日夜間当番病院で受診してください。
・急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診は
 ご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則として往診はしません。

出張診療（括弧内は担当医師）

5日
12日
19日
26日

赤　岩（高瀬）
小　雨（高瀬）
田代原（高瀬）
小　雨（高瀬）

午　前
休み

湯久保（高瀬）
赤　岩（高瀬）
広　池（高瀬）

午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日日土金木水火月

休診午前

休診午後

21

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

987653 4

休診高瀬山本休診高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

161514131210 11

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

232221201917 18

高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診午後 休診

休診

休診休診

28272624 25

休診

休診
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
12
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，713
8，616
9，097
6，882

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　 　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２6年1月１日現在

窓口窓口

ー249

ー116

ー133

－39

－47.

－15.

－32.

－23.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
12
月
中
の
届
出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

博物館企画展「学校教育のためのむかしの道具展／
　　　　　　　　　ひなまつり展」
2月1日（土）～3月16日（日）

問い合わせ
歴史と民俗の博物館「ミュゼ」
☎75-1922 昨年度の「むかしの道具展」会場

蠅帳（34.0×34.0×49.0cm）

　中之条町歴史と民俗の博物
館「ミュゼ」では、「学校教育の
ためのむかしの道具展」と「ひ
なまつり展」を開催します。こ
の企画は社会科の学習で来館
する小学生に向けて、今では
見かけなくなった「むかしの道
具」を展示するものです。
　また、25回目となる「ひなま
つり展」では、河野義様寄贈の
「永　齋作有職雛一式」（町指
定重要文化財）をはじめ、様々
なひな人形を展示します。
＊企画展開催中、町民の入場は無料です。

よしのり

えいとくさい ゆうそくびな

　蠅帳とは、蝿などの虫が入るのを防ぎ、通風をよく
するために金網を張った箱形の食器入れのことで、
調理した食べ物などをお皿ごと入れて保管できま
す。ただし、常温で保存するため、長期間おくことはで
きませんでした。一般に「ハイチョウ」と発音しますが、
これは「ハエ」の転語であり、そのまま「ハエチョウ」と
呼ぶ場合もあります。

はいちょう

Nk327
長方形

Nk327
長方形

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています。

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています。



材料

作り方

発酵食のレシピ●22

ごはん200g（小さめのおにぎり2個分） / 合わせ味噌（味噌大１ / 酒粕大1 / 醤油小１）

味噌粕おにぎり

①合わせ味噌をよく混ぜる。

②おにぎりをしっかりめに握って①の合わせ味噌を全体に薄くの

ばしてぬる。

③フライパン、もしくは七輪で全体をこんがり焼いてできあがり。

合わせ味噌にゆずの皮を刻んで入れてもおいしいですよ。

Information
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※健康診査と予防接種の日程は、18ページ2月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康相談

法律相談 毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室2月13日（木）　13時～17時

（予約制、前日12時までに予約）

人権相談 前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　13時30分～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課2月12日（水）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

行政相談 （行政相談委員） 役場第2会議室2月17日（月）
13時～15時

年金相談 役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819役場第3会議室2月12日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室2月3日（月）・17日（月）

3月3日（月）　13時～15時
心配ごと相談
（民生児童委員、主任児童委員）

介護相談
（地域包括支援センター職員） 地域包括支援センター六合

☎95-5711六合保健センター2月12日（水）
14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所2月7日（金）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

毎日の相談（消費生活コンサル
タント・消費生活専門相談員）消費生活相談 郡消費生活センター

☎75-1166
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月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

◇名久田幼稚園へ
　・雑巾　36枚
　・バルーンアート　50個

◇社会福祉協議会へ
　・金5,270円

中之条町横尾長寿会様
福島哲也様（赤坂）

昭和19年度名久田小学校
卒業生一同　剱持安一様

ご寄付ありがとうございました

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

2
（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

3月3日　文化会館休館日、図書館休館日
3月6日　博物館休館日
※各種相談日の日程は、17ページ相談ガイドをご覧ください。

休

休

休

休

休

休

休

休

予防接種（ポリオ追加）（受付：13時20分～13時50分）
予防接種（小児肺炎球菌）（受付：14時～14時30分）

白久保のお茶講（お茶講の家）

文化協会自主事業「奇跡のリンゴ上映会」
（14時～、バイテック文化ホール）

12～13か月児相談（受付：13時15分～13時45分）

4か月児健診（受付：13時～13時15分）
6か月児相談・BCG接種(受付：13時30分～13時45分）

公共料金納期限
両親学級(受付：9時15分～9時30分）

2歳児歯科健診（受付：13時15分～13時30分）
2歳6か月児フッ素塗布（受付：13時45分～14時）

3歳児健診（受付：13時15分～13時45分）

建国記念の日

がん対策講演会 山田邦子さん「大丈夫だよ、がんばろう！」
（13時30分～、バイテック文化ホール）　

第52回町民卓球大会（総合体育館）
中之条大学　カート＆ブルースの邦楽コンサート（14時～、ツインプラザ）
両親学級(受付：9時15分～9時30分）

節分

立春

予防接種（ヒブ）（受付：12時20分～12時50分）
予防接種（ポリオ追加）（受付：13時～13時30分）

がん検診（胃・大腸・乳・子宮頸がん）（保健センター）

予防接種（ヒブ）（受付：13時20分～13時50分）
予防接種（四種混合）（受付：14時～14時30分）

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

休 休

休 休

休 休

休 休

休 休

休 休

Information



皆さんのご厚意に感謝　ありがとうございました
心温まる寄付・寄贈を紹介します
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ュースと だいニュースとわだい

グラウンドゴルフ協会から寄付
　平成25年12月26日、町グラウンドゴルフ協会(剱持喜治会長）
の皆さんから、町へ寄付をいただきました。協会では、大会でホ
ールインワンを達成した選手に募金を協力していただく「ホール
インワン募金」の試みを実施。そこでご協力いただいた44,050円
を寄付いただいたものです。
　町政の発展のために使わせていただきます。ありがとうござい
ました。

赤十字有功会が図書購入費を寄付
　平成25年12月13日、吾妻東部地区赤十字有功会（池原　透会長）から、
保育所、幼稚園、小中学校の図書整備費に役立ててほしいと、50,000円の
寄付をいただきました。
　赤十字有功会は、日本赤十字社に高額な寄付をした有志による組織で、吾
妻東部地区からは平成22年度から継続して図書購入費をいただいています。
　教育の現場で、有効に使わせていただきます。ありがとうございました。

へいせい学園からシクラメン
　平成25年12月5日、毎年いただいているシクラメンを、
今年もいただきました。へいせい学園では、施設の利用者
と職員が力を合わせ、丹精を込め花の栽培を行っていま
す。ありがとうございました。

セーブオン中之条バイパス店から
クリスマスケーキ

　平成25年12月24日、昨年に続き今年もセーブオン
中之条バイパス店からショートケーキ100個をいただ
きました。ケーキは福祉施設のほほえみ工舎、ＮＰＯ
法人しらかば会、へいせい学園、ひがしあがつま地域
活動支援センターに届けられ、利用者の皆さんは大喜
びでした。
　すてきなクリスマスプレゼントをありがとうござい
ました。

中之条高校からシクラメン
　平成25年12月19日、中之条高校からシクラメンを
いただきました。生徒が一所懸命心を込めて作ったシ
クラメンの出来栄えは見事なものです。ありがとうご
ざいました。

六合中生徒会からシラネアオイ募金
　平成8年からシラネアオイの復元・保護活動に取り組ん
でいる六合中生徒会。文化祭では植栽活動の写真紹介とと
もに、シラネアオイ募金を実施。皆さんから寄せられた
5,120円を、生徒会代表が六合支所へ届けてくれました。
　また、野反峠休憩舎に設けた募金箱には、シラネアオイ
の保護活動に賛同する多くの皆さんから104,688円が寄せ
られました。
　いただいた募金は、野反自然休養林保護管理運営協議会
で受け入れ、シラネアオイの保護・植栽活動等に活用され
ます。ありがとうございました。
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ュースと だいニュースとわだい

▽小学校二年生の部
優　勝　塚田匠城（伊勢町）

▽小学校四年生の部
優　勝　齊藤城太（伊勢町）
準優勝　梅松遮那（伊勢町）
第3位　宮﨑弘夢（西中之条）

▽小学校五年生の部
優　勝　塚田礼都（伊勢町）
準優勝　星野鈴果（西中之条）
第3位　田邊麗真（中之条）
　　　　都筑翔吾（伊勢町）

▽小学校六年生の部
優　勝　塩原和輝（横尾）
準優勝　寺島帆乃（中之条）
第3位　加邉正宗（伊勢町）

▽中学生の部
優　勝　奈良一輝（青山）
準優勝　森下愛哉（市城）
第3位　寺島奈穂（中之条）
　　　　山口優太（中之条）
敢闘賞　田丸　輝（横尾）
　　　　松原太樹（中之条）

▽一般の部
優　勝　
田丸　輝（横尾）
森下愛哉（市城）
寺島奈穂（中之条）
竹渕貴博（伊勢町）
塚田純次（伊勢町）
齊藤朋享（中之条）
準優勝　
松原太樹（中之条）
奈良一輝（青山）
山口優太（中之条）
金子隆平（伊勢町）
柴田純源（伊勢町）
塩原英俊（横尾）

スポーツ大会の結果をお知らせします（敬称略）

新春初蹴り
サッカー大会
（1月1日、総合グラウンド）

第58回町民柔道大会（12月14日、林昌寺道場、参加者23名）

▽小学生低学年の部
優　勝　エルドラド
準優勝　おんみょうやたガラス

▽一般男子の部
優　勝　中渋連合
準優勝　あまシャン0(ゼロ)
第 3位　ゆういっちゃん

▽小学生高学年の部
優　勝　ヒヨコポイズン
準優勝　フロ上がりおっさんたち
第3位　5人の原始人まっぱだか

▽一般女子の部
優　勝　保護しゃ～ず わかいほう＋かのん
準優勝　母の会
第3位　保護しゃ～ず じゃないほう＋ありちゃん

第27回六合ユニホック大会（12月14日、六合体育館、参加者78名）

　元旦に行われる恒例の大会。
小学生50名、中学生15名、一
般50名の計115名が、新年の
青空の下サッカーを楽しみまし
た。
　試合の合間には、保護者会の
皆さんが用意してくれたうどん
などを食べ、参加者は体を温
め、試合終了後の抽選会では、
小中学生全員に景品が当たり、
いち早く新春を祝いました。

中之条町の鳥追い行事　其の十 

　昭和52年1月14日の沢渡鳥追いのみ
かん投げの様子です（場所は唐澤定市さ
ん宅正面）。

　「ミュゼ」では、町が誇る鳥追
い行事の歴史を追っています。そ
のため、写真や資料を探していま
す。お持ちの方は、ぜひ連絡をお
願いします。

問い合わせ
歴史と民俗の博物館「ミュゼ」
文化財保護係
☎75・1922

沢渡鳥追いのスナップ（昭和52年）



　今年度初めて募集した「エコライフ標語」。「緑のカーテン」同様
に、保健環境まつりで投票を行い選出された作品です。（敬称略）
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個人の部
最優秀賞　野口唯吉
優 秀 賞　福田照子
優 秀 賞　剣持みちよ

団体の部
最優秀賞　中之条土木事務所
優 秀 賞　吾妻水質管理センター自然保護奉仕Gr.
優 秀 賞　群馬県農業共済組合中之条支所
奨 励 賞　コープぐんまサークル「あさがお」
　　　　　六合中学校

奨 励 賞　野口ふみ
　　　　　冨沢長美
　　　　　安原庄太郎
　　　　　町田重夫
　　　　　冨沢一男

小学生の部（応募数8点）　最優秀賞　桑原七海（1年）
　「のりものに　のらずにあるけば　よいくうき」

中学生の部（応募数2点）　最優秀賞　安原亮河（2年）　
　「登下校　毎日自転車　オレのエコ」　　　　

一般の部（応募数11点）　最優秀賞　田村崇弘
　「資源ゴミ　捨てない　埋めない　燃やさない」　

エコライフ標語入賞者発表

　12月26日で任期満了となった綿貫三雄
さんの後任に、髙橋民雄さん（蟻川）が中
之条町の公平委員会委員として、議会の同
意を得て選任されました。任期は4年間で
す。
　公平委員会とは、3人の委員からなり、
公務員（ここでは町職員）の給与や勤務時
間などへの不利益処分に対する不服申し立
てなどを審査する機関です。

公平委員会委員に
髙橋民雄さん

　毎年恒例のコンテスト。今年のコンテストは個人
の部22点、団体の部8点の応募がありました。
　11月3日に開催した保健環境まつりで、皆さんか
らの投票により選出された作品です。（敬称略）

「緑のカーテン」コンテスト受賞者発表

1月19日のキラキラ
学ぶフェスティバル
での表彰式の様子

１月19 日のキラキラ学ぶフェスティバルでの表彰式の
様子( 上）と最優秀賞野口さんの緑のカーテン（左）
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沢田小学校5年生を対象とした和太鼓指導

Close up!クローズアップ なかのじょう

　平成20年度から実施している西部学校支援地域本部（西中学校・六合中学校区）が、優れた「地域による学校支援
活動」に贈られる文部科学大臣表彰を受賞しました。
　小学校では「ミシンの指導」「和太鼓指導」、中学校では「花苗の鉢上げ」「木工指導」「シラネアオイ苗掘り・
植栽」等で、ボランティアとして地域の皆さんにご協力をいただいています。また、中学2年生「職場体験学習」で
は、町内外の事業所の協力で充実
した実習を実施しています。
　これらの地域の教育力を活用し
た取り組みが評価され、昨年度の
東部学校支援地域本部の受賞に続
き2年連続の受賞となりました。
　今後とも、「学校お助け隊」の
活動にご理解とご協力をお願いし
ます。

部学校支援地域本部
「学校お助け隊」に文部科学大臣表彰西

大に新年を祝う
「賀詞交換会」初開催盛

　１月６日、バイテック文化ホールで初開催された
「賀詞交換会」。議員、区長、各委員をはじめ、消防、
商工業、農業、教育、福祉、その他各団体の代表者約
200名が一堂に会し、新春の喜びを交わし合うととも
に、魅力的で住み良いまちづくりへ向け、一致団結の
思いを新たにしました。 壇上では町長が「日本一のまちづくり」へ向け抱負を述べました

之条町みかじめ料等縁切り同盟が結成
不当な要求は一致団結して拒否中

　平成25年12月12日、町内の商店、飲食店、旅館、
建設業者などの事業所が暴力団等の資金源である「み
かじめ料等」の不当な要求を一致団結して拒否してい
くため「中之条町みかじめ料等縁切り同盟」が町商工
会および観光協会が中心となり結成され、警察および
同盟の弁護士団と密接な協力関係のもとで活動してい
くことになりました。
　同盟としては、今後もより多くの会員を募り活動の
輪を広げ、安全で安心なまちづくりを推進していきま
すので、入会していない事業所はぜひとも入会くださ
い。
問い合わせ　中之条町商工会　　　☎75・2200
　　　　　　中之条町観光協会　　☎75・8814あいさつをする同盟の会長となった都筑覚実町商工会長（中央）
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若鳶会による見事な梯子乗り快晴の空の下、日ごろの訓練の成果を示した放水試験

Close up!クローズアップ なかのじょう

　１月12日、町体育センターで平成26年町消防団出初式が行われました。消防団員約200名と消防関係者で無火
災・無災害を祈願した後、吾妻鳶職連合若鳶会による梯子乗りが披露されました。その後バイテック文化ホール（中
之条町文化会館）北側の農免道路で消防車両21台による恒例の放水試験が行われました。
　厳しい冷え込みはまだまだ続きます。乾燥もしますので火の取り扱いには十分注意してください。

の安全・安心を祈願して
消防団出初式町

　町内3か所めのメガソーラー発電所「沢渡温泉第2太陽光発電所」の工事が完了し、1月9日に竣工式が行われまし
た。大字下沢渡字上野原にあり、近くには県指定天然記念物の伊賀野のモミの木がある場所です。面積3万9,853㎡
の広大な台地に、9,380枚の太陽電池パネルが敷き詰められ、総発電量は2,395キロワットです。これで計画してい
た3か所全てが完成しました。3施設で5メガワットの発電量は、一般家庭約1,700世帯分に相当します。

渡温泉第2太陽光発電所が完成
町内3施設で5メガワットを発電沢

始動スイッチを押す竣工式での様子（上）と整然
と並ぶ太陽電池パネル（左）。パネルの写真は施
設の南側から北東の美野原方面へ向かって撮影。

とび はしご
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Close up!クローズアップ なかのじょう

　町の活性化のため様々な場面で中之条町をPRしていただく「観光大使」と、町の発展のため様々なアドバイスをい
ただく「ふるさとアドバイザー」に、新たに4人の方を委嘱させていただきました。
　すでに町のためにご活躍いただいている方なので、ご存じの人も多いはず。この魅力的な方たちのお力を借りなが
ら、魅力的なまち「なかのじょう」を発信していきます。

たに4人の方を委嘱
「観光大使」と「ふるさとアドバイザー」を紹介します新

　平成23年に発表された「なかのじょうのうた」を歌うのが
リュウさんです。リュウさんは、鎌倉市出身で「ヴォーカリ
スト」としてＣＤを発売、全国各地でコンサート等を開催し
活躍されています。これまでにも何度もコンサート等で来町
し、多くの町民の方から親しまれています。彼女独特の透き
通るような歌声は、「なかのじょうのうた」のイメージその
ものです。

　町の公式イメージソング
「なかのじょうのうた」の
作詞、作曲者である割田康
彦さん。
　割田さんは中之条町出身
で現在作曲家・音楽プロデ
ュサーとして活躍されてい
ます。
　これまで、平井堅・SM
AP等に楽曲を提供してい
るほかテレビドラマや舞台
音楽にも携わるなど多方面
で活躍されています。
　永年にわたり音楽活動で
培われた感性や幅広い人脈
をもとに的確なアドバイス
をいただけるものと思いま
す。

【ふるさとアドバイザー】
作曲家・音楽プロデューサー
割田康彦さん

【観光大使】
ヴォーカリスト　Ryu Miho（リュウ　ミホ）さん

　村杉さんは中之条町出身で、「大人計画」に所属する俳優で
す。
　昨年4月から9月まで放送されたＮＨＫ連続テレビ小説「あ
まちゃん」に「ヒビキ一郎」役で出演し人気を博しました。昨
年大晦日放送の「ＮＨＫ紅白歌合戦」にもあまちゃんメンバー
の一人として出演しました。これまでも、テレビドラマや舞台
等に多数出演しています。
　また、昨年11月には母校である町立西中学校で行われた
「ふるさと講演会」に講師として招かれ、後輩や地域の方々を
前に自身の経験談を話されています。

【観光大使】
俳優
村杉蝉之介さん

　三遊亭竜楽師匠は、前橋市出
身で大学卒業後五代目円楽に入
門、平成４年10月に真打に昇
進されました。
　これまで「なかんじょ寄席」
等に出演いただいており、その
巧妙な話術は多くの町民を魅了
しています。
　また、英語、イタリア語、フ
ランス語、スペイン語、ポルト
ガル語、ドイツ語に日本語を加
えた７カ国語で演じる海外公演
を平成20年から欧米各地で展
開する国際派落語家です。
　テレビやラジオ等への出演や
大学講師、エッセイの執筆等多
彩な才能を遺憾なく発揮し活躍
されています。

【観光大使】
落語家
三遊亭竜楽師匠

りゅうらく
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北部コースのスタート（引沼ガソリンスタンド前）

Close up!クローズアップ なかのじょう

　１月14日は町内各地でどんどん焼きや鳥追い行事が行われます。それ
らが終わった翌日の15日、大字入山の引沼地区では、一風変わった「お
んべーや」という行事が行われます。七福神が福俵を投げて、今年の福
を呼び込みます。どんどん焼き同様に火が放たれる「おんべ」の高さ
は、今年はなんと12メートル。燃え盛る「おんべ」に危険を冒して登
り、火柱の前で俵を投げる男たちの姿は荒々しく、他ではなかなかお目
にかかれない見応えのある伝統行事です。

沼地区の
おんべーや引

　六合地区恒例の「元旦走り初め」が、北部・南部の2コースに分れて行われ、今年もさわやかに晴れ渡り、総勢
140名の参加者は、新しい年の朝を元気よくにこやかに走っていました。

合元旦走り初め
新春を祝ってみんなで駆ける六

南部コースのスタート（旧日影幼稚園前）
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生きがいづくりで健康づくり
趣味 昧
～300サークルから3つの趣味を～

Tastes from300circles 問い合わせ　ツインプラザ内生涯学習課　社会教育係　☎７６ー３１１１

■ 『tonan金曜サッカークラブ』

「新しくサークルを始めたい」
「会員を増やしたい」
そんなときは気軽に連絡ください

掲載希望団体
★随時募集中
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□代 表 者：都丸洋祐　　Mail：gt1.guerrilla.graphics.@docomo.ne.jp
□活動日時：毎週水曜日 15:00～17:00（小学校1年生）
　　　　　　毎週金曜日 15:00～18:00（小学校2･3年生）
□活動場所：伊勢町体育館
□Ｐ　　Ｒ：　下校のチャイムが鳴り響く．．．．。
　ちっちゃな体にランドセル。
　真新しいボールを大事そうに抱えてこどもたちがやって来
る．．．．．。
　六角形と五角形の32面体のボールが扱い方によって、いろ
んな動きをすることを体感したり、研究したりしています。
　歴史や伝統のないクラブではありますが、こどもたちの
「刻」がキラキラと輝く．．．．。
　そんな「空間創り」をこれからも目指してまいりたい。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

と　まる　よう　すけ

②
伊
賀
野
の
モ
ミ

巨
木
百
景

巨木の情報を募集します 
　町では「なかのじょう花百景」
に続き、「なかのじょう巨木百
景」を探しています。情報をお
寄せください。詳細は役場観光
商工課（☎26・7727）へ問い
合わせください。

1
月
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か
ら
町
に
あ
る
巨
木
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
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